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クリニックからの手紙　

言語聴覚士・公認心理師　鈴木利佳子 
「せっかく海外で暮らしているのだか
ら、子どもにはバイリンガルになってほ
しい」と願うご家庭は少なくありませ
ん。また、「乳幼児期から英語に触れれ
ば、自然に英語も日本語も身につくの
では」と考えられることもあります。
　しかし、言語聴覚士として子どもたちのことばの育ちを見て
いると、ことばの発達はそれほど単純ではありません。たしかに
乳幼児期は、さまざまな音を聞き分ける力の土台が育つ時期
であり、英語環境の幼稚園や学校の中で自然な発音を身につ
けるお子さんもいます。けれども、音に慣れることと、その言語
を使って理解し、考え、伝え、学ぶことは別です。語彙、文法、読
み書き、説明する力といった学習に必要なことばの力は、早く
触れれば自動的に育つものではありません。

母語は学びの土台になります

　UNESCOは、母語を育てることを、子どもが理解し、考え、
学ぶための土台として重視しています。母語が十分に育つこと
は、第二言語を学ぶ際の支えにもなります。つまり、英語を伸
ばしたい場合でも、日本語の土台をしっかり育てることには大
きな意味があります。
　実際に、日本語も英語も十分に育たないまま学齢期を迎
え、授業の理解や読み書き、作文などでつまずくお子さんもい
ます。日本語は、英語や中国語とは異なる文法体系をもち、ひ
らがな・カタカナ・漢字という複数の文字を使う言語です。その
ため、日本語を読み書きにつながる力として育てるには、日々
の会話や読み聞かせ、文字に親しむ経験を家庭の中で積み
重ねていくことが大切です。

読み書きの力は、会話とは別に育ちます

　小学生のことばの相談を受ける中で、「よく話すのに読み書
きが苦手です」「作文が苦手です」というご相談は少なくあり
ません。読み書きの力は、会話ができることとは別の力です。ま
た、文字を覚えるだけで自然に身につくものでもありません。
文章を読んで理解するには、ことばの意味がわかること、話や
文の流れを追えること、内容を頭の中で整理できることが必要
です。書くためには、自分の経験や考えを、ことばで文章にまと
める力が求められます。

読み書きを支えるのは、豊かな語彙です

　読み書きを支える大切な力の一つが、語彙の豊かさです。
ものの名前だけでなく、気持ちや様子、動きを表すことばなど、
さまざまなことばに触れることで、理解する力や表現する力が
育っていきます。家庭でできることは、特別な勉強を増やすこ
とだけではありません。毎日の会話の中で子どもの話を広げた
り、親が豊かなことばを使ったり、わかりやすい文章で話す見
本を示したりすることが大切です。楽し
い休日の経験を思い出の写真を見な
がら話し合うのも良いですね。こうした
やりとりを通して、順序立てて話す力、
考える力、語彙が育ち、相手にわかりや
すく伝える力も伸びていきます。
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海外で母語を育てるということ
―「幼児期から英語に触れればバイリンガルになる」の？―

家庭内リテラシー環境がことばを育てます

　母語を育てるうえで大切なのが、家庭内のリテラシー環境で
す。リテラシーとは、単に文字を読んだり書いたりする力だけで
なく、本や文字、ことばを通して理解し、考え、表現する力も含
みます。海外では、日本語の本や文字に自然に触れる機会が限
られやすいため、家庭の中で日本語の絵本や本を手に取りや
すい場所に置くこと、読み聞かせの時間をつくること、そして是
非読んだ本の内容について親子で楽しくお話ししてみてくださ
い。「どうしてこうなったと思う？」「この後どうなると思う？」など
親子でお話しすることで、言葉の力の育ちも促せます。家庭の
中に「ことばと文字のある暮らし」があることが、読み書きにつ
ながることばの土台を育てます。

ご家庭ごとの目標に合わせて

　将来、日本に帰国するご家庭では、日本語を「話せる」だけで
なく、読み書きや教科学習につながる力まで育てておくことが
大切です。一方、海外で学び続ける場合でも、母語は親子の心
のやりとりを支え、自分の背景を理解するための大切なことば
です。母語の育ちは、学習のためだけのものではありません。親
子で安心して気持ちを伝え合い、自分の経験や考えをことばに
し、家族や文化とつながるための大切な
基盤です。
　バイリンガルは、早く複数の言語に触
れれば自然に完成するものではありませ
ん。大切なのは、この子にどの言語で、ど
のような力を育てていきたいのかを考え、
家庭の中で豊かなことばのやりとりを積
み重ねていくことです。毎日の会話や読み
聞かせ、そして家庭内リテラシー環境を整えることが、子どもの
学びと心の育ちを支える大きな力になります。ぜひ日本人会の
図書室も活用しながら、子どもたちの豊かなことばと心を育て
ていきましょう。

文責：鈴木利佳子
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日本人会クリニック　THE JAPANESE ASSOCIATION CLINIC SINGAPORE

診察内容 ：一般診療 予防接種 ※心療内科 ※カウンセリング ※言語聴覚療法 ※健康診断 レントゲン検査や臨床検査など各種
医療検査 ※は予約制です。事前にお問い合わせ下さい。
受付時間：月・火曜 および 木・金曜　9：00～12：00 /14：00～17：00   水曜　9：00～12：30　土曜　8：30～14：00　（日曜・祝日休み）

健康診断、お任せください
　海外生活での健康管理、しっかりと把握できていますか？
ご自身やご家族の健康維持、そして生活習慣病の予防や
様々な疾患の早期発見のためにも、定期的に健診を受けて
いただくことをお勧めいたします。
　当院の健診項目は、ニーズに応じて8種類のコースを取り
揃えておりますので、ご年齢、ライフスタイル、ご予算などに合
わせてお選びいただけます。

　また、子宮がん検査や乳がん検査などの、婦人科検診の
パッケージもございます。
　通常の健康診断と一緒にお申込みいただけますので、ぜ
ひご検討ください。
　女性医師・女性検査技師が健診を行いますので、安心し
て受けていただけます。

　健康診断のお申し込みは、当院ウェブサイトにてオンライン
で承ります。ご希望のお日にちやコース内容等をご確認いただ
き、必要事項をご入力の上お申込みください。

　健康診断・婦人科検診は、当クリニック施設内で実施してお
ります。その他特典として、大人S,A,A+,B+,G,G+コース、お子
様Cコースをお受けの方には、日本
人会館内レストラン、ラウンジ、クラ
ブショップ、クリニック商品にご利用
いただける日本人会バウチャーを
差し上げます。


